
報告文献別一覧表（平成柑年4月1日～平成20年3月31日）  資料No．4－2  

B型肝炎  Trans侮sion2007：47：  日本赤十字血液センターに保管されている1997－2004年の反復供血者の全供血の遡及調査を行い、】D－  
1197－1205   NATのみHBV陽性である血液由来の血液製剤の輸血によるHBV伝播リスクを検討した。HBVIDTNATを  

実施したHBV転換供血者の保管血液15．721本中158検体（1．01％）が陽性であった。スクリーニングをすり  
6  抜けたHBc抗体価の低いオカルトHBVキャリア由来の血液製剤を原因とするHBV感染リスクは、HBsAg  

発現前やMP－NATウインドウ期の供血による伝播リスクよりも10倍以上低い。   

B型肝炎  第31回日本血液事業  平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血液センターにあった。因果関  
学会総会 2007年10  係の確認のために実施した当該輸血用血液製≠剛二係る保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調  
月3－5日   査を行った。1名の献血者が平成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べたところ、献血者  

了  のHBV－DNAは患者のそれと塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管検体個別NAT陰性で  
あったが、献血者追跡調査により輸血用血液製剤からのHBV感染が示唆された症例であった。   

B型肝炎  第31回日本血液事業  2004年8月よりNATスクリーニングのプールサイズを50から20に縮小した。大阪府赤十字血液センターで  
学会総会 200丁年10  検出されたHBV－NAT暢性事例81人を基にプールサイズ縮小の効果等について解析を行った。プールサ  
月3－5日一般演追51  イズ縮小後に100コピー未満／mLのHBV－NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮小による効果が  

8  あると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析によりHBV低濃度キャリア  
が疑われる献血者がプールサイズ縮小後に多く検出されていることが推察された。   

B型肝炎、C  第31回日本血液事業  日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスクについて報告する。平成16年  
型肝炎、H】∨  学会総会 2007年10  から18年までの3年間に全国の医療機関から日赤血液センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例  
感染   月3－5日シンポジウ  を含む）の報告数は749例であった。EI赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHrVの感染リスクは滅  

9  ムヰー2   少し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHIVも含め遡及調査の実施により確認された感染症例も少  
なくない。感染拡大を防止するための安全対策を引き続き講じていく必要がある。   

C型肝炎  AmericanSocietyfor  慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰性患者1941名（対照群）とを比較し、リスク因子を検討した。  
theStudyofLiver  静注薬物使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染群の方が対照群より有意に高かっ  
Diseases2007年11月  

10  2－6日   
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C型肝炎  HPSWeekLyReport  イングランドおよびスコットランドの全域の病院におけるC型肝炎患者の症例記録のレビューが実施され  
2007；41（23）：189－190  た。このレビューは、C型肝炎に感染した2人の医療従事者（HCWs）から患者へのC型肝炎伝播が明らか  

となったことに端を発する。2005年に実施された2件の再調査は、このようなC型患者5症例を特定した。こ  
13  れらの患者は当該HCWsによって最も侵襲性の高い処置を受けていた。UKAPの勧告を受け、NHSトラス  

トは他の全ての侵袈性のある処置を受けていた患者に通知を行っている。   

C型肝炎  HPSWeeklyRepo止  2007年3月31日までのスコットランドにおけるC型肝炎抗体犠牲症例のサーベイランスの結果である。  
2007：41（31）：258－265  2007年1－3月には新規症例385例が診断された。2007年3月31日までの総計は22458例であり、スコットラ  

ンド人の260人につき約1名がC型肝炎抗体陽性と診断された。全症例の2根358例）が血液園子の投与に  
14  関連していた。   

C型肝炎  JMedViro12008：80：  2003年4－10月にイタリアの血液透析施設で患者ヰ名にHCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4  
26ト267   名と以前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析  

をした結果、新規感染患者ヰ名のHCVは遺伝子型2cで、2G型慢性感染患者1名から分離されたウイルス  
15  と近縁であった。感染制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。   

C型肝炎  JPediatr2007；150：  60例のHCV感染小児について臨床的、組織病理学的特徴を調べた。感染時の平均年齢は7．1ケ月であ  
188－174   り、感染期間は平均13．4年であった。感染源は輸血（8鍋）、周産期伝播（13％）およぴその両方（乃）で、大部  

分の症例は無症候性であった。ALTの平均が正常の3倍以上の割合は13％であった。肝生検棟木では、  
16  71％に極少または軽度の炎症が見られ、12別こ線維架橋が見られた。感染時年齢と血清γGTPは、線維  

症と相関を示した。合併症がない場合には血清ALTは炎症と相関していた。   

C型肝炎  Trans丘ISion2007：47：  2002年8月28日から2005年2月28日の間にカナダB鵬shColumbiaのカナダ血液サービス（CBS）に報告さ  
1534－1539   れた輸血伝播性C型肝炎（TT－HCV）疑い症例について、2002年8月以降実施された公衆衛生局（PH）への  

届出による影響、ならびにCBSに）：るHCV遡及（LB）及び追跡（TB）調査の有効性を検討した。LB及びTB  
17  的査により多数のHCV感染患者が同定されたが、PHへの届出はほとんど効果がなく、しBまたはTB訴査  

開始の遅延を招いた。  

C型肝炎  VoxSanguini＄2007：  反復ドナーがHCV陽性を示したため、過去の供血血液を調査したところ、同ドナーの濃縮赤血球を輸血さ  
92：297－301   れたレシピエントにおいてHCVが検出された。分子学的解析により輸血によるHCV感染と確定された。ド  

イツでNATスクリーニング導入後の濃縮赤血球による初めてのHCV感染例である。HCVの感染伝播は個  
18  別報血血液検体のNATを実施しても発生する可能性がある。   

C塑肝炎  共同通信 2007年11  C型肝炎ウイルスの混入した輸血用血液が日赤の検査をすり抜けて提供され、輸血を受けた50鹿代女性  
月14日   が感染したと思われる事例が、2007年11月14日、厚生労働省の血液事業部会運営委員会で報告され  

た。厚生労働省によると、NATが導入された1999年以降、HCVの検査すり抜けはほぼなくなったが、完全  
19  にゼロにすることは臼難という。2∝招、05、06年にも1例ずつ、すり抜けが報告されている。   

C型肝炎、  BMCPublicHealth  イングランドおよぴウェールズ（E＆W）における現行の国家サーベイランスシステムによりHⅣ感染MSM（男  
HⅣ感染  2007：7：7   性と性交する男性）間のC型肝炎の性的伝播をモニターすることが可能であるかを検討した。1996－2003  

年の聞に38．027例のC型肝炎診断が報告されたが、川V感染とマッチングした結果、圭感染と診断された  
20  MSM数は31例のみであり、推定数680例より少なかった。E＆WでHⅣ感染MSM間の性的伝播C型肝炎をモ  

ニターするためには、より強化されたサーベイランスが必要である。   

C型肝炎、  JhfectDis2007：196：  1984－2003年のアムステルダムコホート研究に参加した男性同性愛者（MSM）1838名をHCV抗体について  
HIV感染  230－238   スクリーニングしたところ、H）V腸性MSMにおけるHCV発生率は0．18／100人年であったが、HrV陰性MSMで  

ま0／100人年であった。2000年以降、H）V陽性男性間のHCV発生率は10倍の0．87／100人年に増加した。  
21  ハイリスクな性行動を行うH】∨陽性MSMは性的に獲得されるHCVのリスクであることを示唆している。   
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るものがあることが明らかとなった。   

倍希釈した検体では55％であった。   
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となったが、アルブミン存在下ではヰ株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEVは熟に弱いと考えれ  
られていたが、条件によって不着化効果が異なることから、血液製剤や加工食品において慎重に不着化  
効果を検討しなければならない。   

G型肝炎  EpideMio暮Mikrobiol  チ＝コ共和国における静注免疫グロブリン（lVIG）投与患者の血清中におけるHGV陽性率を調査し、HGV  
lmuno12008：55：136－  陽性に関係したリスクを検討した。ⅠVIG投与患者86例の内20例（23％）が、HGVRNA陽性であった。その内  
139   3例には肝機能検査値の援やかな上昇が診められ、また1例は慢性リンパ性白血病であったが、Ⅰ∨IG投  

35  与前に診断されていた。Ⅳ氾投与患者のHGV感染率は高いが、肝疾患又はリンパ増殖のいずれの兆候  
とも関連していないと緒論付けられる。   

H】∨   asahi．com健康 2006  日本人で初めてHⅣ2型の感染者が確認された。この男性は過去に西アフリカで輸血を受けたことがあ  
年9月4日   り、このときの輸血が感染源とみられている。厚生労働省は1型だけでなく、2型についても検査体制を撤  

底するよう通知した。   
36  

HⅣ   BBCNEWSonline  カザフスタンShymkentの病院で治療を受けた後、少なくとも‖9例の小児および新生児がHⅣウイルスに  
2007年8月27日   感染し、これまでに10例が死亡した。HⅣアウトブレイクは昨年見つかり、症例数は増加を続けている。虎  

敗や医療過誤がアウトブレイクを引き起こしたとして、被告である21名の医療関係者は全員有罪となっ  
3丁  た。   

HⅣ   Clinln俺ctDi＄2007；  ボツワナで急性HⅣ－1感染スクリーニング中に特定された抗体陰性のHⅣ－1サブタイプC感染の初の症例  
45：e88－e71   を報告する。HⅣ－1抗体検査の結果は、迅速検査、通常の酵素免疫測雇法及びウエスタンプロットで全て  

陰性であった。遺伝子組換えがないHⅣ－1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、POl及びenv遺伝子のジェ  
38  ノタイピングによって確定された。臨床的に安定した状態からAIDS関連死までの期間は約3カ月だった。  

サブタイプCが優勢なアフリカ南j捌こおける血清宇検査陰性H】∨－1感染の調査の重要性が示された。   

HⅣ   EMEA／CHMP／BWP／2  EMEAによる、血祭プール中の抗HZV抗体検出のためのイムノアツセイの確認に関するガイドライン。市販  
98388／052008年9月  
21日   

39  

HⅣ   Eurosun／e‖ance2007；  AJDS最新号において、LikataviciusらはEuroHIv＄urVeiILancenetworkによるヨーロッパの供血血液のHⅣ  
12（5）：EO7052ヰ．52∝）7  陽性率についての14年間のモニタノングデータを提示した。この分析は、1990－2004年のWHO欧州地域  
年5月24日   のデータが網羅されている。2∝Xト2004年の10万供血中の平均HⅣ陽性率は西欧1．7、中欧3．4、東欧38．7  

ヰ0  であった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧では急激な上昇が認められた。   

HⅣ   FDA／CBER2007年5  男性間性交渉者（MSM）からの供血に関するFDAの方針として、合衆国で〟DSの流行が始まった197丁年  
月23日   以降は供血者として延期されている。MSMはHⅣ、HBVおよび他の感染のリスクが高いからである。米国  

赤十字によるとMSMのHⅣ有病率は一般集団の60倍、初回供血者の800倍、リピート供血者の8000倍高  
41  い。川∨検査は非常に正確であるが、HⅣには感染後も川∨を検出できないwindow期がある。FDAは受血  

者を守るため、科学的なエビデンスが得られるまで、この方針を継揺する。   

HⅣ   JAcquirlmmune  中国Be帥gで男性とセックスをする男性（MSM）におけるHⅣおよび他の感染性疾患の有病率ならびにリ  
DeficSyndr2007：45：  スク行動を鵠重した。2004年は325名、2∞5年は427名、2∝）8年は5ヰ0名のMSMが参加した。HⅣ感染率  
58ト587   は2∞4年には0．ヰ％、2∝15年には4．6％、2008年には5．8％であった。この増加は梅毒の増加、自己報告に  

42  よる性行為感染症既往の増加、多数の性交相手を持つ割合の増加、コンドームの使用率の催さと関連し  
ていた。   

HⅣ   bncet2007；389：  2002年の国連レポートや米国国家情報会議は、中国には約100ー200万人のHⅣ／〟DS患者がおり、感染  
82ト823   爆発の危機が迫っているとしたが、2008年までの生存患者数は85万人と見積もられた。感染規模の過大  

な予測から、中国では様々な間超が生じた。HⅣ／〟DS対策に多大な予算を掛けたために、喫煙、結核な  
43  ど他の健康問題への対策が十分ではなかった。中国での川V／AIDS対策はハイリスク地域を中心に行う  

ぺきである。   
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HⅣ   日刊薬業 第12105号  ＝イズウイルス（HⅣ）のうち、世界的にも感染例の少ないHⅣ2型に日本人が初めて感染したことが4日分  

平成柑年9月6日  かった。厚労省は、医療機関や保健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよう、検査の徹  
底を求める通知を出した。川V2型の感染が確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験があ  

49  る男性である。現地での輸血が感染原因とみられる。   

HTLV   ArTlericanSocietyof  1999年1月～2008年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1  
Hematology2007年12  血清陽性率の偵向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつれ有意に増加した。また1987～1990  
月8－11日   年に生まれた献血者では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に低かった。ウイルスキャリア  

50  の母親の授乳を避ける事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが示された。   

インフル工ン  
ザ   （FLU）2006年12月6日  エンザのアウトブレイクを引き起こす。通常、ヒトには感染しないが、散発的にヒトでの感染が発生する。こ  

こ数年間ではCDCは平均して年に1例のヒト陽性患者からのブタインフルエンザ分離株に関する報告を受  
51  け取っている。ブタと直接接触するヒト（例えば、養豚業者）で発生している。ヒトからヒトヘ広がった例は  

稀である。   

インフル工ン  
ザ   655－659   播性が変化することが示された。2つのアミノ酸変異によって、ヒトのα－2，6シァル酸からトリのα－2．3シア  

ル酸へと転換すると、フェレット間で呼吸器飛沫による感染を起こさないウイルスとなった。さらに、α－2，6  
52  およぴα－2．3双方に特異性のある19柑ウイルスは感染性が低かった。ヘマグルチニン受容体特異性が、  

哺乳類におけるインフルエンザ伝播に本質的な役割を果たす。   

インフルエン  
ザ   Online   た。ヒトからヒトへの感染の証拠はない。   

53  

鳥インフル工  AnnNYAcadSci  タイ南部で自然感染した日本ウズラの卵白と尿膜液混合液を含む卵の内容物と、卵管からトリインフルエ  
ンザ   2006；1081：17ト173  ンザウイルスが回収された。発育鶏卵の絨毛尿腹嚢接種によりウイルスを分離し、rPCRによりH5Nl亜型  

インフルエンザAウイルスと確定した。またウイルス抗原は複数の組織の実質で検出された。ウイルス杭  
54  原が全身に存在したことからウイルス血症の段階であると考えられた。アウトブレイク地域からの卵の移  

動や卵の消費によるウイルス汚染や拡大に対し安全対策をとる必要がある。  【   
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出された。結合試験の轄果、  
た。イヌは臨床症状は示さな  

て疫学的研究を行い、その時の対策をまとめた。同ウイルスは最近インドネシアで分離されたインフルエ  
ンザH5Nlウイルスとは分子的特徴が異なった。イスラエルでのアウトブレイクは9施設中¢施設が七面鳥  

鳥インフルエ  Em8曙lnfbctDi＄2008；  農増で生まれた合鴨とガチョウを実験施設で育て、2種類の異なった遺伝子型のトリインフルエンザH5Nl  
ンザ   14：149－151   ウイルス仏／chicken／Yamaguchi／7／2004およぴA／chicken／Miyazaki／Kll／2007）を鼻腔内に接種し感染性  

を調べた。ガチョウ1羽で角膜混濁が見られた外は臨床症状は見られなかったが、皮膚からはウイルスが  
65  分離され、羽毛表皮細胞からはウイルス抗原が検出され、ビリオンが観察された。両ウイルスは家禽の  

アヒルとガチョウの羽毛表皮細胞で複製され、羽毛が感染源となる可能性が示唆された。   
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快後、2007年1月6日に病院を退院した。検査でH5Nl株陽性であったことが確認された。付近の家禽でト  
リインフルエンザのアウトブレイクはみられていない。2003年以来，中国では22例のヒト症例が報告され  
ており，うち死亡例は14例である。   

島インフルエ  ProMED－   韓国保健省は2007年1月11日、養鶏場作業員が2∝帽年末にトリインフル工ンザに感染したが、重症では  
ンザ   mai120070111．0119  なかったと発表した。患者は2008年11月に養鶏場で発生したH5Nl株のアウトブレイク後に感染した。   

68  

鳥インフルエ  ProMED－   2∞7年1月柑日、農林水産省は、宮崎県の養鶏場で発生したトリインフルエンザは高病原性ウイルスによ  
ンザ   mait20070120．0260  るものだったと明らかにした。同省は養鶏場で死亡した築から採取したウイルスのサンプルを検査して病  

原性が高いものであることを確認した。H5Nl型ウイルスの流行は、宮崎県清武町の谷口膵卵塔黒坂農  
69  場で発生し、3つある鶏舎のうち1つで3500羽の鶏が死亡した。   

鳥インフル工  ProMEロー   2007年2月27日にトリインフル工ンザH5Nl株に感染していることが確認されたFl繭∩省の農業に従事して  
ンザ   mai120070304．0752  いる女性（朋才）は，病院において治療を受けている。患者は急激に肺炎症状を呈し、入院後昏睡となっ  

た。中国における23例目のトリインフルエンザ症例である。女性は死亡した家禽との棟触が確認されてい  
70  る。女性に対してヒトの回復期血清（2006年12月にトリインフルエンザH5Nl】射こ感染したが，その後回復  

したAnhul省の農業従事者からの血清）を治療に使用した。   

鳥インフルエ  ProMED－   香港でトリインフル工ンザH9N2株に感染した生後9カ月の女児が病院で隔離されたと2007年3月20日に保  
ンザ   mai12∝）70320．0975  健当局は発表した。本症1抑ま2007年3月4日に発病する前は，ほぼ毎日，生きた家禽を販売する食料品  

市場を訪問していた。この患児は市塙でトリから感染したのではないかと疑われている。H9N2株はトリイ  
71  ンフルエンザAウイルスの弱毒株である。   

鳥インフルエ  ProMED－   中国保健省は，東部Anhui省におけるトリインフル工ンザの新規ヒト症例（男，16才）を確認した。この症例  
ンザ   mai120070329．1080  は2007年3月7日に発症し、3月18日に入院したが、3月27日に死亡した。中国CDCの検査により，本症例  

はトリインフル工ンザウイルス株H5Nlに感染していたことが確認された。2∝〉3年以降の中国における24例  
72  目のトリインフルエンザ症例、15例自の死亡例である。   

鳥インフル工  ProMED－   N5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過可能であり、胎児に感染することが北京大学の研  
ンザ   mai120070928．3212  究者らにより報告された。またウイルスが肺だけでなく、胃腸管、脳、肝巌および血液細胞へ拡がるとの  

＝ビデンスが示された。   

73  

鳥インフルエ  ProMED－   中国Jiangsu省保健局は2007年12月2日に当局はJiangsuで高病原性トリインフルエンザのヒト症例を確定  
ンザ   mai120071208．3967  したが、この患者（24歳男性）は多臓器不全で死亡したと発表した。家禽との接触歴はなかったが、発症  

の20日前にイヌに唆まれたとのことである。また、この患者の52歳の父親もH5Nlトリインフル＝ンザと確  
74  定されたが、生存している。感染の原因は調査中である。   

鳥インフル工  ReutersiFoundation  H5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過して胎児に感染することができると研究者が報告  
ンザ   A】e托Net2007年9月27  した。ウイルスは肺だけでなく胃腸管、脳および血液細胞にまで達することも証明された。また、ウイルス  

日   は免疫系の一部を過剰刺激し「サイトカインストーム」を起こすだけでなく、マクロファージに障害を与える  
75  など免疫系の他の部分を抑制することが示唆された。   

鳥インフルエ  Transfusion2007；47：  血奨製剤の製造中に通常使われるウイルス不活性化処理、即ち、ヒトアルブミンの低温殺菌、静注用免  
ンザ   452－459   疫グロブリン（Ⅳ】G）のSD処理、第Vm因子インヒビター／くイ／くス複合体製剤の蒸気加熱、及びⅣ！Gの低pH  

インキュぺ一ションが、H5Nlインフルエンザウイルス不着化に有効かを再集合体株を使って調べた。その  
76  結果、H5Nlインフルエンザウイルスは、エンベロープウイルスと同様の挙動を示し、これらのウイルス不  

活化処理によって効果的に不着化された。   
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移り、現在、安定した状態である。タイの国立保健研究所による検体検査で、H5N憾染陽性と確定され  
た。少女と接触のあった大人はオセルタミビルの予防的服用を行った。今までのところ全員健康である。   

を特定するために更に調査中である。この患者との接触者からの検体は陰性であった。ナイジェリアでは  
家禽でのアウトブレイクでH5Nlウイルスが同定されており、トリインフルエンザによる散発的なヒト感染症  

81   

鳥インフルエ  WHO／CSR2007年5月  中国におけるトリインフル＝ンザの状況（update2）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザウイルスによる  

ンザ   30日   新規のヒト感染症例を報告した。t6月23日に確定診断された。この症例はFしl匝n省に駐留していた19才の  
兵士で、5月9日に発症し、5月14日に入院した。病気のトリとの接触は確認されていない。中国での確定  

82  例は25例で、うち15例が死亡している。   

鳥インフル工  WHO／CSR2007年8月  中国におけるトリインフルエンザの状況（update3）：中国衛生省は同国で16例日のH5Nlトリインフルエン  
ンザ   4日   ザウイルスによる死亡例を報告した。症例はFll匝n省に駐留していた19才の兵士で、8月3日に死亡した。  

中国での確定例は25例で、うち16例が死亡している。   
83  

鳥インフルエ  YAHOO！ニュース（毎  2∞7年1月18日、農林水産省は、宮崎県清武町の谷口鰐卵場黒坂農場で発生したトリインフル＝ンザは  
ンザ   日新聞）2007年1月  高病原性ウイルスH5Nl型によるものであることを確証したと発表した。アジアを中心に鳥から人への感  

18日   染が横く強毒型の可能性が高く、遺伝子解析をして感染経路を究明する。厚生労働省は国内での人へ  
84  の感染の危険は低いと見ている。   

鳥インフルエ  英国保健省 2007年3  2∞丁年3月20日現在、感染したトリとの接触の結果、ヒト281名がトリインフルエンザに感染し、その内189  
ンザ   月20日   名が死亡した。H5Nlがヒトからヒトヘ簡単に伝染する能力を獲得したとの明確な根拠はないが、ウイルス  

がこの能力を獲得するか、またはヒトのインフルエンザウイルスと混ざって新しいウイルスを作ることが懸  
85  念されている。2∞7年2月3日にSufblkで家禽にH5Nlアウトブレイクが発生したが、現在のリスクレベルは  

極めて低い。   

島インフルエ  鵜の研究2007；   高病原性鳥インフルエンザの発生した京都府丹波町で冬季に活動するハエ類の分布調査を行い、採取  
ンザ   82（10）：35－37   したオオクロ′くエとケフカクロバエからH5Nl亜型インフルエンザウイルス遺伝子が検出され、一部から感  

染力のあるウイルスが分離された。両クロ／くエは冬に繁殖し、移動能力も高く、鳥インフルエンザに感染  
86  したニワトリの糞と一緒にウイルスを取り込んで伝播した可能性が示唆された。   

鳥インフルエ  鶏の研究2007：   農場周辺で採取したクロ′くエの消化管からRNAを抽出し、鳥インフルエンザウイルスの検出と分離を行っ  
ンザ   82（11）：40－43   たところ、マトリックス蛋白賞とヘマグルチニンの遺伝子断片を検出し、強毒タイプであることが確認され  

た。またオオクロ／くエの消化管から分離されたウイルスはH5Nl亜空で、鳥インフルエンザで死亡したニワ  
87  トリから分離したウイルスと同一であった。ウイルスはオオクロバ工の体内で24時間感染性が維持され、  

伝播する可能性が示唆された。   
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た。   

ウエストナイ  CDC／MMWR2007：  lD－NATを用いた強化スクリーニング開始以降に、初めて西ナイルウイルス輸血感染症例が報告された。  
ルウイルス  56（4）：76－79   2006年に免疫不全患者2例が、感染ドナー1例（献血時のMP－NATの結果は陰性）由来の血液製品を投  

与された後、西ナイル神経侵蔓性疾患を発症した。今回の例はID－NATは実施されておらず、ID－NATトリ  
90  ガーを促進することが重要である。   

ウエストナイ  Pediat血s2007：119：  2003年以降の授乳中の母子におけるWNV疾患の報告を収集し、全症例を検討した。報告された10例のう  
ルウイルス  e888－・e671   ち、5例は母乳を介した感染の可能性が除外できないかまたは確認できない症例であった。他の5例につ  

いては血清学的検査により垂直感染が否定された。また、妊娠中に感染した女性の母乳検体を調べたと  
91  ころ、45検体中2例でWNVRNAが、14例でWNVに対する！gM抗体が検出された。母乳を介するWNVの感  

染は棲めて稀ではあるが、更なる研究醜査が必要である。   

ウ＝ストナイ  ProMED－   2007年8月2日、米国カリフォルニア州の3都（Kem、CotusaおよぴSanJoaquin）ででウエストナイルウイル  
ルウイルス  mai120070809．2583  スが発生していることに関して知事が緊急事態を宣言した。これら3郡では今年4例が死亡しており、感染  

ま急速に拡大している。前年同期と比較して感染者数は3倍である。中心地はKem郡とされ、州全体での  
92  症例数56例の3分の2が記録されている。   

ウエストナイ  TheNewYorkTimes  米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4借であり、大流行がおこる可能性があると政  
ルウイルス  2007年丁月28日   府研究者が報告している。昨年は米国で4，2悶症例が報告され、この中には1，495例の脳症が含まれ、  

1丁7例が死亡した。今年はこれまで122症例が報告され、カリフォルニア州と南北ダコタ州で最も多いが、  
93  昨年の同時期は33例のみであった。今年は既に脳症が42例および死亡が3例ある。   

ウ＝ストナイ  第仲帽相木獣医学  ウエストナイルウイルスは、近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日本産蚊の室内継代株を  
ルウイルス  会学術集会2007年9  用いて増殖・媒介能を調べた。アカイエ九ヒトスジシマカ、オオクロヤプカでウイルス注入実験を、アカイ  

月2－4日   工力、ヒトスジシマカで吸血実頴をしたところ、全種類の故においてウイルスの増殖が観察された。媒介試  
94  験では、アカイエカ注入、吸血市乳、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では供試したすべて  

のマウスが12日以内に死亡し、死亡したマウスからはWNVが検出された。   

ウエストナイ  HoyDi由lエストレマ  ABC新聞は昨日、スペイン国内初のナイルウイルス感染者の診断結果を発表した。21康男性が2004年  
ルウイルス感  
染   3月21旧   2003年から始め、3年間、病院で検出されたウイルス性脳膜炎や髄膜炎の症例からナイルウイルスを探  

95  し求めてきた。   

BSE   CanadianF00d   2006年8月9日、北AlbeI匂の農場で牡牛が短期間の神経学的症状を呈した後、死亡した。2008年8月23  
lnspectionAgency  日、CFLAはBSEであると確定した。カナダにおける8頭目のBSE牛である。死体は確保され、焼却された。  
2006年12月18日   どの部位もヒト食料または動物の餌システムに入っていない。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が  

96  開始された。このウシはCharotais交雑牛で、死亡時8歳から10裁と推定された。誕生した農場が不明のた  
め、飼料調査は行う事ができなかった。   

BSE   CanadianFood   2007年2月7日、CRAはAtberbの成牛はBSEであると確定した。カナダにおける9環目のBSE牛である。死  
1nspectionAgency  体は管理され、どの部位もヒト食料または動物の餌システムに入っていない。予備的情報ではこのウシ  
2007年2月7日   は生後1年目に少量の感染物質に暴露したと考えられる。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が開  

97  始された。   

2007年2月7日、CF仏は、2007年1月20日から22日の間に体調不良の後死亡したAlbe他の肉牛はBSEで  
lnspectionAgency  あると確定した。カナダにおける9頭目のBSE牛である。死体は管理され、どの部位もヒト食料または動物  
2007年3月28日   

98  BSE  CanadianFood  
の餌システムに入っていない。このウシは死亡時79月齢の未登録Angus雄牛であり、当該農場で出生  
し、移動したことはなかった。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が朗始された。当該農場で出生また  
は生育した593頭について出生および飼料コホートが実施された。   
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でCJDl例を確狂した。これらの症例の臨床的、病理学的特徴こついて述べている。ブタ硬膜片レシーピ  
工ントは1型PrPre5の広汎な蓄積を示し、発症年齢、疾病期間、臨床症状、脳波などから孤発性CJDと考  

クロイツフエル  第8回 CJDニ次感染  日本で平成11年4月から19年2月16日までにCJDサーベイランス委員会に登録されたCJD症例数は897例  
トヤコブ病  予防に関する対策検  であった。CJDニ次感染リスク低減のため、CJD感染性が高いハイリスク手技に用いられた手術器具等  

討金 平成19年12月  の再使用に際し、現時点で推奨される処理として、適切な洗浄十3％SDS3－5分煮沸処理などを示した。ま  
109  20日   たCJD診断以前に行われた脳外科等の手術番兵を介したCJD二次感染リスク保有可能性者への対応に  

ついて、医療撒関に対し助言を行うとともに、専門家組織の設置を提言した。   
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変異型クロイ  ArchNeuro12007：84：  運動失調や記憶障嘗などを呈し、発症後14ケ月で死亡した患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、自覚  
ツフェルトヤ  1780－1784   の広汎な変性と皮質および自責におけるPrP沈着を示す非定型孤発性CJDであった。小脳組織由来の  
コプ病  PrPScを分子分析した結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPScであることが示された。典型  

115  的vcJDとはEDTA存在下でのプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコドン129はホモバリ  
ンであった。   

変異型クロイ  BiochimBiophysActa  変異型クロイツフェルトヤコブ病（vCJD）がウシのBSEと同じプリオン株によってヒトに発症するという認  

ツフェルトヤ  2007；1772：598－609  識はヒトプリオン病の分子生物学に関する正確な理解の必要性を注目させた。多数のプリオン病患者か  
コブ病  ら鋳られた詳細な臨床的、病理学的および分子学的データはヒトプリオン病lこおける表現型の多様性  

116  れ疾病に関連したPrPアイソフォームの伝播に部分的に関係していることを示した。ヒトにおけるプリオン  
感染の潜伏期間は50年を越えることもあるので、ヒトvCJD流行の程度を予測するにはまだ数年要する。   

変異型クロイ  Biologicals2007：35：  ドイツにおいて、VCJDが血液供給へ及ぼす影響について実際の集団データを基にモデル計算を行ったと  
ツフェルトヤ  79－97   ころ、輸血を介した伝播がvcJDを永続化するような可能性はなかった。更に、受血経験者を供血から排  
コブ病  除しても輸血の安全性向上にはほとんど寄与しないが、血液供給には多大な影響を及ぼすと考えられ  

117  た。そのためドイツにおいては受血縁壊者の除外は推薦されなかった。   

変異型クロイ  Biologicals2007：  異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処理を行ったスクレービープリオン蛋白（PrPSc）の  
ツフェルトヤ  doi：10．1016月．biologica  除去能力を評価した。超音波処矧こより粒子径分布を至道化するように銅製した263KMFをスパイク物  
コブ病   s．2007．04．005   賞として使用したときは、75nnのろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ過のみが全ての条件でウェス  

118  タンプロット法の検出限界以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、1条件下の15nmろ液の  
バイオアツセイの結果では、感染性PrPScが確認された。   

変異型クロイ  BRA】NMEDICAL  BSEの発生状況は、今までの発生総数が125例以上の圏では減少傾向にあるが、日本など低発生国で  
ツフェルトヤ  2006；1モさ：37ト376  ま2005年に発生の増加がみられている。新たな問題として、非定型BSEが世界各国で検出されている。  
コブ病  また特定危険部位以外の組織でプリオンが確認されている。慢性消耗病（CWD）はシカのプリオン病であ  

119  り、自然状態で水平感染を起こし、伝播を阻止することは不可能に近い。しかし、シカとヒトとの間ではか  
なり大きな種の壁があることが示唆されている。   

ツフェルトヤ  2007：14：210－214  血球製剤の感染性は赤血球自体に関係があるのではなく、残存している白血球や血紫のような製剤中  120  変異型クロイ  CurrOpinHematoI  赤血球製剤の輸血によるヒトでのvCJD感染症例が報告されている。げっ歯類のTSEに関する実験で、赤          コプ病   の他の成分に関係することが示された。VCJD因子がヒト赤血球と結合できないことが示されたら、VCJD          が発生している国の血液サービスは輸血前に洗浄や濾過により感染性のある液相を取り除くことが賢明 かもしれない。   
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ど最小に減ずるための効果的な手段といえる。産業的獣脂由来製品はすべて、その起源にかかわらず、  
安全とみなすことができる。   

変異型クロイ  Eurosun／ejllきnCe   米国で3例日のvCJD症例が確定された。サウジアラビアで生まれ育った若年成人で、2005年後半から米  
ツフェルトヤ  11（12）2006年12月7日  国に住んでいる。2008年11月下旬にアデノイドおよび脳生検により確定診断された。この患者に輸血歴  
コブ病  やヨーロッパ訪問歴はなく、子供の頃にサウジアラビアでBSE感染牛製品を摂食したことが原因と思われ  

123  る。この患者に供血歴はなく、公衆衛生学的調査により、米国住民への伝播の危険はないと同定された。   

変異型クロイ  Eurosurvei脂nce   英国で輸血と関係した新たなvCJD症例（4例日）が、最近診断された。この症例は、献血17ケ月後にvCJD  
ツフェルト・ヤ  Weekb帽霊eaさe2007：  を発症したドナーからの赤血球輸血を受け、8年半後にvCJD症状を呈した。同じドナーからは3例目の  
コプ病   12（1）2007年1月18日  vcJD患者にも輸血されていた。4例日のvCJD感染症例により、輸血を介したヒトの間におけるvcJD感染  

124  リスクについての思念が高まっている。嘘例は全て、成分輸血に関係したものであり、血奨分画製≠剛＝  
よる治療に関連した症例は今まで報告されていない。   

変異型クロイ  FDA／C8ER2008年10  FDAは、米国で箆可されたヒト血奨由来寮∨Ⅲ凝固国子製剤（pdFVⅢ）の使用に係る潜在的vcJDリスク評  
ツフェルトヤ  月15日   価草案を作成した。FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよぴフォンウイルブランド病患者に使用され  

125  
コブ病   FDん／TSEACMee七ng  るpdFVm製剤の、VCJD感染リスクは非常に低いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。また    2∝帽年12月15日  TSEAC（TSEAdvisoryComm他ee）は、PdFVⅡⅠ製品中のTS亡除去の適切な開催について議論した。TSE除  

去レベルにより、VCJD感染リスクは大きく変動することが示された。   

変異型クロイ  FDん／CBER2008年11  FDAは、米国で認可されたヒト血衆由来策VJl）凝固因子製剤（pdFVⅦ）の使用に係る潜在的vcJDリスク評  
ツフェルトヤ  月27日   価草案を作成した。FDAの評価モデルの轄果は、血友病Aおよぴフォンウイルブランド病患者に使用され  
コプ病  るpdFV皿製剤の、VCJD感染リスクは非常に低いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。製造工程  

126  での原因物質除去レベルにより、VCJD感染リスクは大きく変動する。   

変異型クロイ  FDA／C8ER2008年11  英国血欒由来の第刀園子製剤が、1989－2000年に米国で50名以下の患者に使用されたと推定される。モ  
ツフェルトヤ  月丁日   デルを用いたリスク評価の結果、1998年まで第刃園子製剤を製造するために使用された血紫プールの  
コブ病  1．8％－50痛†vcJD病原体を含んでいる可能性があった。しかし、これまで血兼由来製剤の投与を受けた  

127  患者において、世界中で一件もvcJDの症例は報告されていない。製造工程におけるvCJD除去、使用  
圭、曝露経路および英国ドナーのvCJD有病率がリスクに影響を与える重要な因子である。   

変異型クロイ  FDA／CBER 2007年3  近年，米国で承認されている寮8因子．簾9因子を含む血紫由来の血液凝固因子および免疫グロブリンや  
ツフェルトヤ  月15日   アルブミンのような他の血策由来製品のレシピエントにおけるvcJDリスクに関する懸念が挙がっている。  
コプ病  これに対し．米FDAはリスク評価を行った。この評価に基づいて．USPublicHea此hServiceは米国で承認  

128  されている第8因子を投与されている患者のvCJDリスクは非常に低く、その他の血兼由来製品（寮9匡l子  
を含む）のvCJDリスクは同程度か更に低いとしている。   

変異型クロイ  FDA／CBER2007年3  近年、美園で得られた血紫から作られた血耀東関因子bdFXI）を投与された点者でのvCJDリスクが関心  
ツフェルト・ヤ  月30日   を集めている。1989年から2∝旧年の間に米国では約50人に英国血耀由来のpdFXIが投与された。世界中  
コブ病  でこれまで血友病や他の凝血疾患の患者においてvCJDは全く報告されていない。これらの患者は長期  

129  間にわたり血兼由来製剤を大王に投与されていることから、PdFX）を投与された患者でのvCJDリスクは小  
さいと考えられる。   

変異型クロイ  FDA／CBER 2007年5  近年，米国で承認されている簾8医仔，第9因子を含む血衆由来の血液凝周個子および免疫グロブリンや  
ツフェルトヤ  月30日   アルブミンのような他の血策由来製品のレシピエントにおけるvcJDリスクに関する懸念が挙がっている。  
コブ病  これに射し，米FDAはリスク評価を行った。この評価に基づいてUSPub】icHeaTthSenパceは、米国で承  

130  された集8因子をせ与されている患者のvCJDリスクは非常に低く、その他の血策由来製品のvCJDリスク  
は同程度か更に低いとしている。本ウェブページに関連資料．ガイダンスなどが掲載されている。   

変異型クロイ  FDA／CBER2007年5  近年、英国で得られた血兼から作られた血兼業刈因子（pdFXI）を投与された患者でのvCJDリスクが関心  
ツフェルトヤ  月30日   を集めている。1989年から2000年の間に米国では約50人に英国血燥由来のpdF追が投与された。世界中  
コブ病  でこれまで血友病や他の凝血疾患の患者においてvCJDは全く報告されていない。これらの患者は長期  

131  間にわたり血紫由来製剤を大量に投与されていることから、PdF氾を投与された患者でのvCJDリスクは小  
さいと考えられる。   
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vcJD感染症例により、輸血を介したヒトの間におけるvCJD感染リスクについての懸念が高まっている。4  
症例は全て、成分輸血に関係したものであり、血菜分画製剤による治療に関連した症例は今まで報告さ  
れていない。   

変異型クロイ  HPA／HeaIth   HPAにより進行中の研究でマウスにおいて歯科組織にTSE感染性があるとの知見が得られた。この結果  
ツフェルトヤ  ProtectionReport  は歯科用鍾および歯根菅拡張器がvcJD感染の伝播経路になりうることを示す。英国歯科担当長官は歯  
コブ病   1（用）2007年4月20日  髄拡張器および鍾を全ての患者に対し、1回限りの使用にするよう全ての歯科医に文書で通達した。V  

134  CJD伝播リスクを減少させるための注意である。また全ての歯科用装置について最高基準の汚染除去を  
行うよう忠告した。   

変異型クロイ  HPA／He81th   英国で4例日の輸血関連vcJD可能性例が診断された。この症例は供血後約17ケ月でvCJDを発症したド  
ツフェルトヤ  Protec血nRepo止1（3）  ナーからの赤血球輸血を受け、8年半後にvCJDを呈した。このドナーは3例日の輸血関連vcJD症例への  
コブ病   2007年1月19日   ドナーでもある。4例目の症例はプリオン蛋白遺伝子のコドン129がメチオニンホモ体であった。まだ生存  

135  中である。   

変異型クロイ  JBi01Chem2007：  トランスジェニックマウス（101LUを用いた感染性実壊の結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という  
ツフェルトヤ  282：35モ178－35886  徴侯を示すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法では検出されない動物の脳組織内に、高  
コブ病  力価のTSE感染性が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScのレベルと感染価との間の相関  

136  性に疑問を投げかけるものであり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全く含まない租繊が感  
染性となりうること、および高力価のTSE感染性を有しうることを示すものである。   

変異型クロイ  JGenViroI2∝）6：87：  4－8月齢時にBSE感染脳1gまたは100gを経口投与した乳牛を人工授精させ、出産後1週間以内と、授乳  
ツフェルト・ヤ  2433－2441   期間中10遇間間隔で搾乳した。乳サンプルを遠心分離し、Bio－RadPbte血EUSA法とSeprion－  
コブ病  PAGE／Westemblot法を用いて、BSEに関連する異常プリオンタンパクを分析した。その結果、ウシの乳  

137  の細胞分固から異常プリオンタンパクは検出されなかった。   

変異型クロイ  JGenViro】2007：88：  56頭の子牛に経口的BSEチャレンジを行い、ヰケ月毎に屠殺し、剖検動物のリンパ管ならびに末梢およぴ  
ツフェルトヤ  1048－1055   中枢神経系に属する組織を免疫組織化学的方法およぴイムノブロット法で調べ、PrPScの存在を分析し  
コフ病  た。その結果、PrPScは自律神経系を介して胃腸管から中枢神経系へ拡がっていくことが明らかとなっ  

138  た。非自律末梢神経へのP貯Sc浸潤は中枢神経系でのプリオン複製後の2次的な逆行事象であった。ま  
た、PrPScは感染後24ケ月の動物の脳幹で検出され、以前の報告より8ケ月間早かった。   

変異型クロイ  JGenVir012007；88二  BSEを経口的に接種し、20～33ケ月後に屠殺された無症候性ウシ由来の組織を、ウシPrPを発現する  
ツフェルト・ヤ  1379－1383   BoPrPイgllOマウスに脳内接種し、感染性を評価した。その結果、無症候性ウシにおけるβSE感染性は  
コブ病  神経系、／くイエル板および扁桃腺に限局していた。バイエル板と扁桃腺における感染性は分析された全  

139  ての時点で検出されたが、神経組織における感染性は27ケ月後に検出され、脳幹における感染性は33ケ  
月後に著しく増加した。牌巌、骨格筋、血液および尿では感染性は検出されなかった。   

変異型クロイ  JGenlゾiro12007：88：  PMCA（ProteinmisfoldingcycIicamp価cation）法を用いてSc237感染ハムスターにおけるPrPScの尿中排  
ツフェルトヤ  2890－2898   泄及び血中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高率のPrPSc排泄を箆めた。軽口投与  
コブ病  後、PrPScは全ての／くフィqコート検体中に存在し、症状出現期のハムスターの血しよう検体の大部分に  

140  存在した。尿中には経口投与後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検出されなかった。  
TSE感染動物の尿中でPrPScが生化学的に検出された初めての報告である。   

変異型クロイ  JMedMicrobio12007：  TSEの病因におけるspir叩Iasmaの役割lこついて調べた。Spiroplasmamimmをシカに技量内接種したとこ  
ツフェルトヤ  58：1235－1242   ろ、1．5－5．5ケ月後にTSEの臨床症状を発現し、用量依存的に海線状脳症を呈した。反義動物への頭蓋内  
コブ病  接種後のTSE感染脳から鶏卵胚培養で印iropla＄maが分離された。これらのspir叩Iasmaをヒツジとヤギに  

141  頸董内接種したところ自然発生TSEに酷似の海綿状脳症が誘発されることが確認された。   

変異型クロイ  JNeuro＄Ci2007；27：  数種類のPrPトランスジェニックマウスへ伝達中の分子的および神経病理学的性質を分析する事により、  
ツフェルトヤ  8965－69了1   BSEL型と呼ばれる非典型的分離株の特徴を調べた。それらの分離株はウシPrPマウスを含む他の系統  
コブ病  ではBSEと異なった表現型特徴を保持していたが、予期せぬことに、ヒツジPrPを発現しているマウスに伝  

142  達した時、BSE型PrPの性質に非常に似た性質を獲得した。種の壁の通過とプリオン株の多様性との関  
係がさらに注目される。   

13／42ページ   



ろ、一部のげっ歯類が感受性を有することが示唆された。これらの結果はCWD曜患シカの脳組織をげっ  
歯類の脳内に接種する実験でも確認された。シリアンゴールデンハムスターにおけるCWD分敲株の継代  
では、平均潜伏期間が異なり、明らかな神経病理学的パターンを示す分離株を特定した。CWDは一部の  
げっ歯類に伝播し、少なくとも2種類のTSE分離株が存在する可能性が示唆された。   

し、進行したが、血清学的検査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な信号変化が示され  
た。VCJDの長期潜伏期間と無症候髄層は、重大な公衆衛生問題を提示する。   

変異型クロイ  ProcNat】AcadS（；i  アミロイドを含有するフォアグラにアミロイド促進園子仏EF）活性があるかを調べた。市販のフォアグラから  
ツフェルトヤ  2007：104：10998－  抽出したアミロイドA蛋白含有フィフリルを、二次性アミロイドーシスを起こすトランスジェニックマウス9匹  
コブ病   11001   ＝静脈内投与したところ全例で、また経口投与した場合は8匹中5匹でアミロイドの組織沈着が見られた。  

153  一方、対照群では全く組織沈着は見られなかった。加熱によりフォアグラのAEF活性は弱まったが、消失  
しなかった。アミロイドーシスは伝播性で、プリオン関連疾患の感染性と類似する可能性がある。   
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ウトマウス由来の脳組織中で、ウェスタンプロットシグナルと相関し、異なったペプチド配列を持つ試薬で  
はnega厄veアツセイシグナルであった。血奨又は血清に対して適用した場合には、MPDアツセイは未感染  
の対照と比較して、種々の実験的および自然TSE感染由来検体を区別した。MPDアツセイは、ヒト及び動  
物のプリオン病の前臨床及び臨床診断にあたり有用であると考えられる。   

変異型クロイ  Vaccine（200軋   ヒトや動物におけるTSEの多様性を解明するため、PrPre＄の詳細な特徴が研究されている。分子学的な  
ツフェルトヤ  doj：10．1016月．vaccine．2  方法により、最近、ヨーロッパと米国の感染牛で異常なBSE型が発見され、少なくともBSE牛の何例かに  
コプ病   006．10．058   は別の起源の可能性が出てきた。小型反弟動物での新しいTSE型は「非典型的スクレイピーJまたは  

167  rNor98Jと呼ばれ、ヨーロッパの大部分の国でTSE迅速検査で同定されている。   

灸異型クロイ  VetRec2∝17：180：  カナダで乳牛のBSE感染が確定したことで、牛肉だけでなく牛乳や乳製品が病原体プリオンを含有してい  
ツフェルトヤ  215－218   るかが大衆の関心事となった。このレビューは、牛乳や初乳中のプリオン、ならびに種々の動物系におけ  
コブ病  る垂直および水平感染に関する研究から牛乳の安全性に関するエビデンスを検討した。エビデンスは牛  

168  乳の消費による新たなvCJD感染のリスクは無視できることを示した。   

変異型クロイ  Virchow＄Arch2007：  リンパ者官から中枢神経系へのPrPScの神経侵！削＝関する細胞の要件を明らかにするために、共焦点  
ツフェルトヤ  451：1057－10t！5   顔微鏡を用いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル板、沸同腹リンパ節および脾腹内の神  
コブ病  経支配について調べた。前端應プリオン感染マウスではPrPSG蓄積細胞（濾胞樹状細胞）の神経支配は  

16g  なく、丁細胞ゾーンと細胞輸送領域で神経線経とPrPS¢伝達細胞（樹状細個）の接触が見られた。プリオン  
の神経侵襲過程に樹状細胞が関与する可能性が初めて示された。   

変異型クロイ  Z00nOSeSPubti（；   スクレイピーに感染したハムスターの脳ホモジネートをウシの乱酔管細菌叢と00時間インキュベー卜する  
ツフェルトヤ  Heal仙2007：54：185－  とPrPScは免疫化学的には検出できないレベルにまで漉少したが、このホモジネートを処理後、ハムス  
コブ病   190   ターの脳内に接種したところ、プリオン感染性は保持されていた。抗プリオン抗体3F4免疫反応性の消失  

170  はPrPScの生物学的不活性化と相関せす、TSE不活性化の評価にり＝スタンブE］ツトを用いることの欠点  
が明らかになった。更に、プリオン経口摂取後のPrPS¢を含む糞による環境汚染め可能性を示した。   

変異型クロイ  農林水産省プレスリ  日本において平成19年2月までに確認された32例のBSE発生事例について、感染源および疫学的研究の  
ツフェルトヤ  リース 平成19年12月  椿果が報告された。1995－1998年生まれの北海道・関東群（13例）について、統計側には共通の飼料工場  
コプ病   14日 第5回プリオン  で製造された代用乳が原因となった可能性が考えられるが、オランダ産の粉末油脂を感染原因とする合  

171  病小委員会   理的説明は困難であった。2001年10月以後リスク管理措置がとられ、2002年4月以降は全く陽性例は発  
見されていない。日本はBSEの封じ込めに成功すると見込まれる。   

ウシ膿ほう性  OIEDisea＄e   米国における水癌性口内炎－Follow－uPr印○止N0．10：今回報告終了日－2∝I8年10月27日、病因の同  
口内炎ウイル  Infbrm祉ion19（ヰ4）  定一水癌性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2008年8月17日、アウトブ  
ス感染   2008年11月2日   レイクの開始日－2008年8月13日、最後の倒ow－uPrePO止以降．新たなアウトブレイクは報告されていな  

172  い。   

ウシ膿ほう性  01EDisease   米国における水癌性口内炎－Foltow－uPrePOrtNo．11：今回報告終了日－2∝）6年11月13日、病因の同定  
口内炎ウイル  Infbmationlg（46）  ー水痘性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2∝I8年8月17日、アウトプレ  
ス感染   2008年11月18日  イクの開始日－2∝）8年8月13日、新たなアウトブレイクーWyoming札N油・0na都の農士引こおける1件（アウ  

173  トブレイクの開始日2∞8年10月30日）：ウシにおいて軌、例60例．症例1例．ウマにおいて疑い例8例，症  
例1例。   

ウシ膿ほう性  OIEDisease   米国における水癌性口内炎－Fo…ow－uPrePO止N0．12：今回報告終了日一2∞8年11月20日、病因の同定  
口内炎ウイル  lnfbm祉ion19（ヰ7）  一水癌性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2006年8月17日、アウトプレ  
ス感染   2006年11月23日  イクの開始日－2∝〉6年8月13日、新たなアウトブレイクーWyoming州，Na廿Ona郡などの農場における3件  

174  （アウトブレイクの開始日2008年8月13日．10月30日）：ウシにおいて疑い例4181札症例5例．ウマにおい  
て疑い例30例．症例1例。   

ウシ膿ほう性  01EDisease   米国における水癌性口内炎－Follow－uPrePOrtN0．13：今回報告終了日－2008年12月4日、病因の同定  
口内炎ウイル  lnbma血n19（49）  一水痘性口内炎ウイルスタイプNewJersey、アウトブレイクの初回確定日－2008年8月1丁日、アウトプレ  
ス感染   2008年12月7日   イクの開始日－2006年8月13日、2006年11月20日～12月3日の報告期間に，新たな水癌性口内炎陽性  

175  の施設は確認されていない。   
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した。1996年と2∞1年の間に2系統の間で組換えが起こり、租換えウイルスがその後のアウトブレイクの  
原囲となったと考えられた。   

いて11月10日に報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。   
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クロストリジウ  Eurosurvei”ance2007；  偽膜性大腸炎の患者からCIostridiumdifficileの変異株が日本で初めて分離された。この株はNAPl、  
ム感染   12（1）：070111   PCRribotypeO27、tOXinotypeⅢであった。この株は以前、カナダ、米国、オランダ、英国、フランス、ベル  

ギ一におけるアウトブレイクの原因として報告されている。   
189  

クロストリジウ  YAHOOニュース  千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50應代の男性が、主に牛の病気の原因とされる「気  
ム感染   （2007年2月22日 読  腫痕菌」に感染し、死亡したことを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初である。気腫虐菌  

売新聞）   は儒′ロなどから動物の体内に入り、筋肉が壊死する「気腫痘」を発症させる。同センターは、r気腫痕菌は  
190  人には感染しないというのがこれまでの常識だった。詳しい感染経路を調べることが今後の課塵」として  

いる。   

クロストリジウ  YOMIUR10NuNE  千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50歳代の男性が、主に牛の病気の原因とされる「気  
ム感染   （2007年2月22日 兢  腫痕菌」に感染し、死亡したことを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初である。気腫癒菌  

売新聞）   は傷口などから動物の体内に入り、筋肉が壊死する「気腫痘」を発症させる。同センターは、「気腫痕菌は  
191  人には感染しないというのがこれまでの常識だった。詳しい感染経路を調べることが今後の課題」として  

いる。   

クロストリジウ  イザ（産経新聞）   千葉県の船穂市立医療センターはと日、2008年2月に搬送され、死亡した同県内の50歳代の男性から気  
ム感染   2007年2月23日   腫痕菌が検出されたと2（氾7年2月22日に発表した。人への感染が報告されたのは初めてである。   

192  

クロストリジウ  共同通信2（氾7年2月  千葉県の船橋市立医療センターは22日、昨年2月に搬送され死亡した50歳代男性から、牛や羊などに高  
ム感染   22日   熟などの激しい症状を引き起こして死亡させる「気腫痕菌」が検出されたと発表した。この歯は土の中に  

多く生息するが、人への感染が確認されたのははじめてとのことである。   
193  

クロストリジウ  第37回日本嫌気性菌  58醜男性で受傷1日前より発熱、1汁、咳そう出現し、受傷当日39度合の発熱があった。土木作業中に  
ム感染   感染症胡究会・講演  鉄パイプで右前、側胸部を打撲し、翌朝打撲部の腫脹出現、痔痛増悪。肋骨2本のひびが確認された。  

抄録集2007年3月3  
194  日   ム腸性梓菌が検出され、C［ostridiurnchauvoe辻同定された。Cchauvoeiは獣医学領域の病原菌としてよ  

く知られているが、ヒトヘの感染が報告されたのは初めてである。   

コレラ   ProMED－   2008年10月の中国全土でのコレラ発生数は22例、死亡数0例であった。輸入症例であったか否かなど、こ  
mai120081128．3377  れ以外の情報はない。   

195  

コレラ   ProMED－   香港CentrefbrHea］thProtectionはコレラの輸入症例（2007年8月2日にHongKongへ帰国した30才男性）  
mai120070810．2803  を確認した。この男性は7月4日から8月1日にインドへ旅行し．8月1日に腹部けいれんおよび下痢を発症  

した。検査でVibriocholeraeOIEITorOgawa陽性であった。これは2007年に報告された初めてのコレラ  
198  症例である。   

コンゴ・クリミ  ProMED－   ロシアStavropo［地方におけるクリミアコンゴ出血熱（CCHF）が2008年よりも2倍高い発生率を示している。  
ア出血熱  mai120070821．2009  2007年6月13日現在、StavropoJ地方の12地域でCCHFと認定された23症例において、73％は動物との接  

触を介した感染であり、27％は自然界での感染であった。18例はダニによる岐傷を受け、5例は保護してい  
197  ない手でダニを取り除いていた。同地域では165名の入院患者がCCHFであると予備的に診断された。ダ  

二に唆まれた小児の数が増加していることから、当局はダニ対策の重要性を強調している。   
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トブレイク時のMalaysian分離ウイルスの配列との相同性が高かった。こ  
諸国における流行とは関係ないが、マレーシア特有のチクングニヤが流  

娩4日前一1日後）に症状があった。全新生児が発熱（79％）、痔痛（1∞％）などの症状を示し、脳脊髄層の  
PCR法は24名中22名で陽性であった。高い罷患卒の周産期母子伝播の可能性が初めて示された。   
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地方では叔が大発生した。政府は病気に罷った貧しい家族に1週間分の配給をすることを承認した。また  
蚊帳や噴霧器が供給される。   

流行地に滞在した人から供血された血液製剤の廃棄を余儀なくされた。局地的アウトブレイクは3月末に  
SouthTown＄V＝eで始まったが、5月14日以降、新規症例は記録されていない。赤十字のスポークスマン  
によると、供血以前に同地を放れた供血者由来の赤血球・血小板は破棄するが、血兼は使用できるとの  
ことである。供血制限は、アウトブレイクの終息が正式に宣言されるまで継続される。   

デング熱  ht中：／／www．allheadline  WHOはアジアにおけるデング熱の最悪のアウトブレイクに対して警告した。シンガポール、ベトナム、カン  
news．com／a鵬cle＄／7q  ポジアおよび他の東南アジアの国々で何千人もの人々が感染したと報告している。カンボジアでは約  
080tS1968   25∝旧人が感染し、3∞人近くの子供が死亡した。この数字は2005年の全症例数の約3倍に当たる。WHO  

219  （2007年7月31日）  の専門家はこのアウトブレイクが1998年に東南アジアで発生したアウトブレイクに匹敵するおそれかある  

と危惧している。1998年には約35万例が報告され、内1500例が死亡例であった。   
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2007年3月29日から4月15日にインドネシアへ旅行し、4月11日に発熱、頭痛、発疹を呈した。今年報告さ  
れた8例目のデング熱輸入症例である。   

例）で、今年は14．7％減少した。   

224   

デング熱  ProMED－   2006年11月2日に．CDCは現役の軍人の初めてのデング熱症例（25才の男性）を確認し，これで2006年  
mai12008110了．3198  の台湾南部への旅行によるデング熱の8例日となった。血液検査の轄果、デング熱ウイルス3型に感染し  

ている事が確定した。台湾ではこの夏以来デング熱症例は51ヰ例報告されている。   
225  

デング熱  ProMED－   2006年11月19日－25日に台湾においてデング熱92例が報告、このうち57例が検査確定（デング出血熱1  
mai12∝帽1211．3493  例を含む）された。2∞6年は11月25日現在、2051例のデング熱が報告され、デング出血熱16例を含む、  

864例が確定され、2例が死亡した。確定症例数は昨年同時期に比べ234％増加した。   
226  

デング熱  ProMED－   StateSecreraryofHea］thによると2006年にブラジルではデング出血熱患者は215名で、40名が死亡し  
mai120070103．0030、  た。215例中44例は確定症例である。デング発生率はAndesae訂Pti蚊の繁殖増加と関係する。発生傾向  
ProMED－  は増加しており、2007年最初の4ケ月におけるデング出血熱患者は288名で、うち死亡例は38例である。   

227  mai120070812．1912  

デング熱  ProMED－   香港で2∞7年最初のデング熱輸入症例が確認された。症例は31才のTuenMunの女性で、マレーシアに  
mai120070111．0138  2008年12月2ヰー31日に旅行し，2007年1月2日に発熱などの症例が発現した。1月6日に入院し、現在症  

状は安定している。   
228  

デング熱  ProMED－   香港CentreforHealthProtectjonは，27才女性のデング熱輸入症例について調査中である。この女性は  
mai120070121．0284  2008年11月から2007年1月12日までインドネシアヘ旅行しており、13日に発熱した。2007年に報告された  

2例日のデング熱輸入症例である。   
229  

デング熱  インドネシアWestJavaの王ndramayuの北部海岸沿いの地域においてデング熱が拡大している。特に  
ma盲】20070225．0（；83  

年2月の】ndramayuにおけるデング熱患者数は138例となり、昨年同月の患者数80例のおよそ2倍に達し  
230  た。Cjrebonにおけるデング熱患者数は120例に到達し、病院ではベッドおよび病棟が不足している。  
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として608例が検査中である。   

デング熱  ProMEDL   ブラジル、サン′くサロ州で、2∞7年3月14日時点でデング熱症例数は5．326例であったが、3月柑日には  
mai120070326．1048  7．808例となった。その前遺の症例数は約2，000例であった。フィリピンBukidnon地方におけるヂング症例  

数が5年間で最高値に達した。2∞7年3月20日時点におけるRe由onalむjdemicSurve舶nceUnit（Resu）  
233  の記録によれば、Bukidnon地方においてデング熱症例47例が登録されている。200時の同時期における  

症例数は12例であった。   

デング熱  ProMED－   メキシコにおいてデング熱は急激に増加している。この流行は、気候の変化（長期の雨季）、移動（移民、  
m劇20070401．1118  旅行者）、都市化、蚊抑制キャンペーンの欠如などの因子の複合により拡大している。デング熱の発生率  

ま、2001年以降600％の増加を示した。2007年1月およぴ2月に1．589例のデング熱症例が登録された。こ  
234  れは2006年の同時期と比較して389％の増加となった。2001年の全国での確定症例数は1．718例であっ  

たが、2006年には死亡例を含む症例数が27．000例以上となった。   

デング熱  ProMED－   中国G糾ngZhouに拠点をおく切妻会社の従業員で．3月に東南アジア諸国における調査のため中国を出  
m扇ほ0078812．1912  発した23人のうち11例がデング熱に楷患し．さらに2例が旅行後．検査場性であることが2007年8月7日に  

確放された。   
235  

デング熱  ProMED－   CDCは2007年8月2柑にこの夏初めての，台湾におけるデング熱土着症例を報告した。患者はTainan都  
mai120070708．2156  Annan地区在住の21才男性で、出血型ではなく、既に退院した。   

236  

デング熱  ProMED－   2007年7月6日、保健当局は台湾における今年初めてのデング出血熱土着症例を確認した。Tainanの88  
mai120070710．2207  才女性で、治療儀安定した状態である。Tain帥の同じ地区においてデング熱の土着症例14例がさらに報  

告された。   
237  

デング熱  ProMED－   ホンジュラスにおいて、今年（2007年）になってから、デング出血熱により少なくとも¢例が死亡し、397例が  
mai120070722．2350  発生している。2∞7年7月14日までに保健当局はデング出血熱297例、死亡例5例を確定し、古典的デン  

グ熱感染は8038例であった。2∞8年通年のデング出血熱による死亡例は6例、症例数は72例、古典的デ  
238  ング熟は7800例であった。   

デング熱  ProMED－   フィリピンNo止h鮎marのPambl由nではデング熱症例が2∝け年7月3日には1例であったが、7月25日には  
mai120070806．2555  2ヰ例に急増した。カンボジアでは2007年に約25000例がデング鰍こ感染し、約3∞例の小児が死亡した。  

ブラジル鮎oPaulo州州都では最近35日間で確定デング熱症例が526例増加し、2007年7月25日までの萱  
239  録症例数は2104例となった。   

デング熱  ProMED－   インドネシアでは2007年のデング熱症例報告数は増加しており、2005年同時期の症例数457丁7例の2借と  
mai12∞70816．2675  なった。プエルトリコでは2007年初頂以東、デング熱確定症例23ヰ3例が報告された。これは2008年同時  

期の2倍以上であり、1994年の流行以降最多である。   
240  

デング熱  ProMED－   香港CentreforHeafthProtectjonはデング熱症例2例（1例は輸入症軌もう1例は調査中）を確認した。1  
mai120070818．2675  例は21才男性で2007年7月8日から8月4日にインドネシアヘ旅行していた。もう1例は57才男性で．7月23  

日から8月1日に中国Macauを訪れており，感染源は調査中である。今年になってから、これら2症例の前  
241  に19例の輸入症例が報告されている。   
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デング熱  TransRSocTrop  日本人のデング熱患者（28歳、女性）の血兼サンプル中ではなく尿及び唾液中でデンダウイルスを検出  
MedHyg2007：101：  することに成功した。発症後7、14およぴ2引ヨ自の血紫検体中で抗デンダウイルス抗体は同定されたが、  
738－739   デングウイルス遺伝子は検出されなかった。発症後7、8およぴ14日目の尿、ならびに7日日の唾液からデ  

255  ングウイルス1型遺伝子が検出された。現在の研究の結果は、尿及び唾液中のデングウイルス遺伝子の  
検出が有効な診断方法、特にウイルス性出血の子供の診断方法になりうることを示唆している。   

デング熱  WWW．XJNHUANET．CO  広州に拠点をおく調査会社の従業員で、3月に東南アジア諸国における調査のため中国を出発した23人  

M2007年8月7日  のうち11例がデング熱に種虚し、さらに2例が旅行後、検査で腸性であることを、広州保健当局は2007年6  
月7日に確認した。11例は4即1日から5月川日に高熱、関節痛、嘔吐および発疹を呈し、外国でマラリア  

256  と診断され、治療を受けた者もいる。最後の症例も回復し、ここ3週間疑い例も報告されていないことか  
ら、デング熱が拡がる可能性はないとしている。   

デング熱  YAHOO！ニュース  台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局によると200丁年10月13日までに市内で511人の感染者  

2007年10月14日   が確認された。隣摸する高雄市でも2つの区で集団感染が先生しており、感染の広がりは過去最大規模  
である。行政と軍が協力して大規模な並の撲滅作戦を展開する方針である。   

257  

デング熱  カナダPubli¢H朗此h  WHORegiona10用cefbrSou血－EastA＄iaは．インドネシア，ミャンマー．タイにおいてデング熱症例数は  
Agencyof   昨年と比較して増加していると報告した。2007年丁月現在．インドネシアはデング熱症例102558例を報告  
Canきda／TravelH朗祀l  し．2008年同時期と比較して17％増加．ミャンマーは9578例を報告し．10％増加，タイは27582例を報告  

258  2∝）7年8月23日   し，8％増加した。アジアおよび太平洋の他の多くの国々でも今年はデング熱が増加している。   

トリパノソーマ  
症   年9月14日   2（泊7年9月13日現在、710名の反復反応性供血者がT．CnlZiに対する抗体の追加和PA試験を行った籍  

果、196名が閏PA膜性、488名が無反応で、残りは結果がまだ出ていない。13の検査所がシヤーガスネッ  
259  トワークにデータを報告し、18の検査所が同ネットワークにアクセスしている。   

トリ／くノソーマ  

症   58（7）：14ト1ヰ3   字は2∝帽年8月から2∞7年1月に米国の3つの血液収集センターで148，989の血液検体をスクリーニング  
する臨床試験を行った。その結果、32供血（4855例中約1例）がT．¢mZi抗体鴨性と確定された。シヤーガス  

260  】勘こ関する血液供血スクリーニングが広がるにつれ、保健当局はシヤーガス病Iこ関する診断、評価、管  
理に関する質問の増加を予期すべきである。   

トリ／くノソーマ  

症   見られないシヤーガス病のスクリーニングを開始する。2種類のシヤーガス病検査法がカナダ保健省の認  
可を待っている。供血血液の検査実態は、血小板製剤の製造を「′くフィーコート」法に切替えてからとな  

261  る。メキシコや中南米では8∝l万人～1，100万人がシヤーガス病の保因者であり、毎年45．000人以上死亡  
している。カナダでは、これまでに輸血による感染が2例マニトバ州で発生した。   

トリパノソーマ  
症   2∝〉7年4月13日   リーニングが原因でラテンアメリカから米国やヨーロッパに拡大している。WHOは／くイエル社の支援を受  

けて、今や「地球規模の問塩Jとなったシヤーガス病根絶のための事業を拡大している。シヤーガス病に  
282  感染している人は900万人にのぽると見られ、その多くはラテンアメリカの農村部の子どもである。最近で  

は大規模な移民の影響で米国、スペインや他の欧州諸国に広がっている。   

トリパノソーマ  
症   540－544   Trypanosom8Cn」Ziによるシヤーガス病と診断された。輸血された製剤の全供血者の血液を再検査したと  

ころ、初回供血者1名がT．cmzi抗体陽性であることが判明した。当該供血者は、ボリビア出身であり、17  
263  年前に米国に移住した。移住後は母国に帰国していない。本症例は、米国tカナダでの輸血によるシヤー  

ガス痛感染の7例日の報告である。シヤーガス病スタノーニング検査が必要であることを示している。   
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イルス名を使用することを提案する。   

と、製品間で様々であった。血兼のB19NATスクリーニングは、最終製品中のB19DNAL．／ベルを下げ、大  
半の例で検出限界以下とさせ、B19伝播のリスクを減少させた可能性がある。   

ミノ酸同一性30％未満）。このウイルスは、PCRによって、鼻咽頭吸引物637例中8例（用）と便検体192例中  
1例（0．5％）で検出されたが、尿及び血液検体では検出されなかった。   
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ブドウ球菌感  
染   122：38ヰー388   初めて検出された。検査した100頂の内10頭で1膣にST398が検出され、3つの養豚場の内2づ知陽性で  

あった。10のST398分離株の内9株が叩aタイプto34、1株がt1793で、ペニシリンに加え、エリスロマイシ  
277  ン、クリンダマイシンおよぴテトラサイクリンに抵抗性であった。ヨーロッパのブタでこの新しい人畜共通細  

菌が急速に拡大していることが示唆された。   

ブルセラ症  ProMED－   米国Montanaの雌牛7頭が検査でブルセラ症陽性であった。もし近くの別の群れで少なくとも2頚の雌牛が  
mai120070522．1632  来週に検査陽性となると、Montanaはブルセラ症一什eeの地位を喪失することになる。   

278  

ブルセラ症  ProMED－   香港TsuenWanの56才男性と54才の妻がブルセラ症に感染したことをCenterfbrHealthProtectionが確  
mait20070808．2553  証した。この男性は200丁年5月に発症し、2庶人院したが、現在は安定した状態である。彼の妻は同様の  

症状で2007年7月13日に入院し、18日に退院した。2人は2007年4月にGuangzhouに旅行した。ブルセラ症  
279  は2006年に計3例およぴ2005年に1例報告されている。   

ブルセラ症  JTravelMed2007：  糾虚の日本人男性が8週間続く発熱で1998年¢月2日に都内の病院に入院した。入院時の血液培養から  
1ヰ：343－3ヰ5   グラム陰性梓菌が検出され、Brucel】ame随即Sis2型と同定された。患者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツ  

ジのチーズを摂取したことが明らかとなった。患者の妻（80歳）が同年5月31日から発症し、B川Ce他  
280  me批en＄i＄が血液と関節液の培養で検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が性感染した  

可能性がある。   

ペスト   
CDC／MMWR2008；  2008年に、米国4州（NewMexic0．C0lorad0．Calibmia．Texas）の住民においてペスト症例が13例報告され    55（34）：9ヰ0－943  ている。5例は敗血性ペスト、残り8例は腺ペストであった。2例の患者は2次位肺ペストを呈した。1994年  

以降米国において1年で報告された最も多い症例数である。   
281  

ペスト   TheUBPo＄t－Leading  モンゴルKhovsgolaimagで14才の男児が2007年8月2日に死亡し、その後腺ペスト感染であると確認され  
EngtishNews2007年8  たことを受け．Tset＄er】egの当局はこの男児と捷蝕していた79人を検疫下においた。Yersiniapes由は男  
月8日   児が捕まえたマーモット由来であると考えられている。男児がマーモットの皮膚を取り除く際．指が傷つい  

282  ていた。マーモットの死体から腺ペスト菌が検出された。   

ペスト   WklyEpidemioIRec  2008年10月13日にWHOはコンゴ共和国の2つの保健地区における肺ペストのアウトブレイク疑いに閲す  

2008；81：397－398  る報告書を受け取った。丁月31日から10月8日の間に死亡42例を含む828例の疑い例が報告された。迅速  
診断試儀による予備的結果では8検体中3例が陽性であった。更なる確定検査が行われている。   

283  

ボツリヌス中  
重  犀   11（12）：EO81214   報告を地方病院から受け、5書目の患者も他の病院に入院したため、アウトブレイクに関する研査を開始  

した。調査の橙果、6月25日に行われたバーベキューパーティーと関連があった。全且が自家屠殺の豚肉  
284  を食べていた。マウス中和試験によって一部の患者では毒素の存在が確認されたが、患者の大便およぴ  

冷凍保されていた豚肉からはCJostTidiurnbotulinumは検出できなかった。   

マラリア  ABCNewsletter2007  FDAは、初めて認証された米国のマラリア用迅速テスト、BinaxNOWマラリア検査の使用を許可した。同  
年7月6日   検査は、非常に迅速で使用が簡便で、全血検体をディップスティックに2、3満つけて15分後には結果が得  

られる。検査結果の確定には模準的顕微鏡検査法を用いなければならない。米国外のマラリア流行地域  
285  で行った多施設試験において、標準的顕微鏑診断と比較して当該検査の正確度は95％であった。   
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農場のブタからもS．sui＄が確認された。S．凱壷はブタで重病を起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職  
業の人は注意が必要である。保健当局はヒトからヒトへの感染のおそれはないとしている。   

mai12（氾70517．1573   
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物質に関連した院内感染（128報、患者2250名）について調査した。血液製剤およぴヘパリン生理食塩液  
の汚染が最も報告数が多かった。病原体は血液製剤ではA型肝炎ウイルス、Yersiniaenteroco批ica、セ  
ラチアが、その他ではBu仙olde血cepaciaやエンテロ／くクターが多かった。64のアウトブレイクでmu帖－  
doseバイアルが使用されていた。   

感染   ProMED－   インドネシアで2086年10月8日までに下痢および喧吐を引き起こす疾患に238例が羅患し、5例が死亡し  
m8i120061013．2937  た。現在DPTUmbanganCommunityHearthCenterで患者124例が治療中である。これら症例は水源に関  

達している可能性がある。E．C鵬が疑われるが、原因は確認されていない。   
315  

感染   ProMED－   インドネシア保健当局はジャカルタでここ2ケ月間に高熱が特徴の原因不明の疾患により死亡した22例を  
mai120081228．3637  調査している。検体はCDCセンターに送られ、検査中である。死亡例の大部分は40歳以上で、中部ジャカ  

ルタのSt．Carolus付近の中流階級住民で、2∞6年10月から2∝〉8年11月27日にかけて報告された。中毒の  
316  可能性もある。   

感染   ProMED－   アリゾナで／ルー熟（コクシジオイデス痘）が流行している。2005年に比べ2006年は58％増加した。保健  
mai120070114．0188  当局によると5493例が診断されたが、未報告症例数は何千例もあるとのことである。増加の原因は確定  

されていないが、2∞5年の湿った冬に続き、2006年には乾燥した月が多かったことによると指摘されてい  
317  る。   

感染   ProMED－   台湾ではヒストプラズマ症はまれであり、この10年間で2－3の輔入症例が報告されているだけである。台  
mai120070118．0230  湾で初めての固有の伝染性ヒストプラズマ症例を報告する。2∞5年11月に衰弱のため救急部に送られて  

きた78歳のリウマチ様関節炎患者で、メソトレキセート誘起性血小板減少症と仮に診断され入院した。骨  
318  髄検査の結果、ヒストプラズマ症が疑われた。培養後、PCRアツセイによりHi或OPlasmacaps山ぬ」rnと同定  

された。   

29／42ページ   



報告されていない。死亡例の内、2名は夫婦である。他に2名が重症で入院中である。全員同じ村の出身  

Pre＄STV200丁年4月  
18日   

感染   ProMED－   ハンガリーで原因不明の疾患に1家族15人が罷り、2007年5月19日にその内1人が死亡した。死亡したの  
mai12∝け0521．1827  

ンザ症状を呈し、入院した。この家族は病院で隔離されている。現在、病気を同定するための検査が行わ  
321  Cab∞dle．hu2007年5  

月21日   

感染   ProMED－   中国で青耳病として知られる原因不明の疾患およぴロ蹄痩によりブタが大量に死亡しており、豚肉の価  
mai暮20070529．1735  格が高騰している。2∞8年半ばに1例日が発見されたブタ高熱病lま、原生殖暮呼吸器症候群、古典的豚  

コレラおよび豚サーコウイルスの混合感染が原因とされている。。最近2、3年の聞に、ブタ高熟病と呼ば  
322  れる同様の感染症が中国南都でも報告されている。微生物学者による詳細調査が行われる予定である。   

感染   ProMED－   中国北東部で2007年6月下旬以来、ギランバレー症候群が30症例報告されている。患者は全員Jilin省  
m扇120070TO9．2189  ChangchunのShuangyang地区の出身で、状態は安定している。この病気の正確な原因は不明であるが、  

専門家によると呼吸器感染または胃インフルエンザが引き金になる可能性があるとのことである。   
323  

感染   ProMED－   ブラジルのMa両○島で、原因不明の疾病により10日以内に子供4人が死亡したが、4歳の少女が5人目の  
mai12∞70909．2978  犠牲者となった。先週死亡した小児の姉妹で、家族によると、高熱、嘔吐、痙撃といったマラリアまたは髄  

膜炎を示唆する症状を示した。予備検査では診断が確定しなかった。疾患を媒介する昆虫を探索中であ  
324  る。   

感染   ProMED－   パナマ地域当局はNgobe－Bug】eのNurum地区で原因不明の病気でヰ2人が死亡したと報告した。死亡例  
mait2∞71003．3271  の大部分は小児である。病気は▲水、咳、発熱から始まり、致死的な場合は気管支肺炎様の症状を呈す  

る。   
325  

感染   ProMED－   国境付近の無医地区で原因不明の病気により、7人が死亡したため、インドManipurは非常事態となった。  
maiI20071009．3318  2∞7年10月1－6日に国境に沿った村で病気は急速に広がったため、Morehに医療団が派遣された。患者  
TheTeleg帽Ph2∝I7年  は高熱、胃痛、嘔吐を訴え、犠牲者の幾人かは死ぬ前に痙撃と発作を起こした。原因はまだ究明されて  

328  10月7日   いない。   

感染   TheHimalayanT］MES  ネパール保健省は2007年3月18日に不可解な疾患により死亡した32歳の女性の報告を受け、．3月19日に  
2007年3月20日   病院から医療・検査チームを派遣した。女性は貧血と腎不全も呈していた。村民数百人が下痢、手足の  

腫れを訴えている。毒素を持った細菌感染の可能性がある。現在、検査中である。   
327  

感染   TheNational   パプアニューギニアのSo止hernHighlands地方で女性3名が汚染された豚肉を食べて死亡した。まだ同定  
（ht申：／／www．助enatio  されていない疾病のアウトブレイクで約1000偏のブタが死亡している。ブタは首の腫れ、インフル工ンザ様  
nal．com．pg／021907／na  

328  tionl．htm）   た。   

感染   Transhsi（〉∩2007：47：  2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体不着化（PI）技術に関するコンセンサス会議の報・  
2338－23ヰ7   告である。近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスクは非常に低く、P港直ちに導入する事  

ま推奨しない。しかし新興感染症のリスクは未知数であり、P”ま予防手段として重要である。広範囲の病  
329  原体を不着化できる安全な方法が確立されれば実施すべきである。   
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（98瑚。新規の、強毒性のCVA－16が出現しうることが示唆された。  
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者の約10％（118名中12名）が¶Ⅳ陰性であった。フェリチン、ASTおよぴALT値は¶Ⅳ腸性群より陰性群の  
方が低かった。m－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がm単独感染群より高かった。輸血に  
よる高頻度かつ継続的な¶Ⅳ感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関することが示唆された。   

ゴリズムによって解明された。   

ウイルス感染  ProcNatlAcadSci  マレーシアMelakaで高熱と急性呼吸器疾患に罷っていた39歳男性から未知のreovimsが分離され、  
2007：104：11424－  Me】akavirusと名づけられた。患者の家族も発症したが、彼らは発症前にコウモリと接触していた。遺伝子  
11429   配列分析により、同ウイルスは同国Tioman島のフルーツコウモリから分離されたPulauウイルスと近縁で  

351  あることが示された。同島住民は109例中14例（13％）が両ウイルスに陽性であった。0止horeov血＄がヒトの  
急性呼吸叢疾患と関係があることが初めて示された。   
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mai12007011 3..01 799 

検出されなかった。454LifeSciencesによって確立された迅速シークエンシング技術とGreeneLaboratory  
によって開発されたバイオインフォマテイクスアルゴリズムによって発見された。   

週間後にセロコンバージョンが起こった。血しよう中に検出限界下限のSFVが検出された。また感染29遇  
目に唾液中にSFVが検出された。輸血によリSFVが感染することが初めて示された。   
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処分すべきであるとしている。   

狂犬病   ProMED－   2007年5月の中国における狂犬病による死亡者は201例で、致死的な感染症の中で最も死亡例が多かっ  
mai120070612．1917  た。結核が第一位になった3月を除いて、最近13ケ月間は狂犬病による死亡者数がトップである。   

373  
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あったと考えられた。   
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された。2007年8月6日にアウトブレイクは終了した。   

月4日、2007年7月6日   
細菌感染  ABCNews暮etter2007  2∝叫年度から2006年度にかけて米国食品医薬品局（FDA）に報告された輸血関連副作用による死亡痘  

年4月13日 21ページ  例数である。3年間の合計は219例で、内訳はTRAu86例（3乱3％）、その他の副作用（ABO不適合以外の  
溶血反応、輸血関連心過負荷、細菌感染、アナフィラキシーなど）67例（30．6％）、細菌感染20例（9．1％）、  

395  ABO不適合による溶血反応15例（6．8％）、輸血が原因である可能性が否定できない症例31例（14．2％）と  
なっている。   

36／42ページ   



れ、患者の血液検体から分離された緑膿菌と同一のPFGE′くターンを示した。消毒液、生理食増水、密閉  
されたヘパリン液バイアルは全て陰性であり、混合されたヘパリンと生理食塩水を数日間使用したことに  
よるカテーテル関連血流感染であることが明らかとなった。   

356：2381－2387   
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細菌感染  ProMED－   米国Vemontではシカダニ（クロアシダニ）によって伝播される感染症であるライム病の報告症例数が過  

maり20070809．2584  去2年で2倍となった。2005年は29例、2∞8年は82例で、今年（2007年）は今までに71例が報告されてい  
る。症例は同州の南部に集中している。   

409  

細菌感染  PublicHe81仙Agency  英国において200丁年上半期のライム病確定症例数は198例であり、2006年同時期の194例と類似してい  
OfCanada／lnfec七ou＄  た。2008年通年の暫定的な総報告数Iま788例で、′1997年にサーベイランスが導入されて以来、3500例以  
DiseasesNewsBバef  上の確定例が報告されている。英国人10万人当たりの年次発生率は199丁－2000年は0．38人、2∞2年は  

ヰ10  2007年7月27日   0．84人、2006年は1．46人と増加している。   

細菌感染  Transfusion200丁：47：  アメリカ赤十字で2∝M年3月1日～2008年5月さ1日の期間に1．∞4，208例の供血で細菌埼姜検査が行わ  
1134－11ヰ2   れ、その内18¢例が陽性であった。関連するアフエレーシス血小板293製剤のうち1件を除くすべての輸血  

が回避された。両腕法を用いて採取した場合の細菌培養個性率は、片腕法と比較して有意に高かった。  
411  また、スタノーニング陰性の製剤に関係した敗血症性輸血反応が20例（うち死亡3例）報告されたが、両腕  

法を用いて採取した場合の頻度は片腕法と比較して4．7倍であった。   

細菌感染  VetM元robi012∝帽：  ペットのウサギのイヌに填まれた傷からC8PnO¢眞叩ha伊Canimorsu5が培養された。傷は治療が成功し、  
118：用8－150   ウサギは回復した。ヒト以外の種におけるC．canimor＄uき感染の最初の報告である。   

412  

細菌感染  WienMedWochen＄Chr  種々の病棟から集められたバイアル粥本中4本は無菌ではなかった。その内3本は保存剤を含有してい  
200丁；157：398－401  るマルチドtス／くイアル（MDV）であった。保存剤を全くまたは適量含有していないシングルドースパイアル  

やアドミックス′くイアル28本も複数回使用されていた。MDV88本中15本は初回投与後の使用期限を越え  
413  ていた。   

細菌感染  感染症学姓誌2007；  北海道から九州の6病院において肺疾患を有する＄名の患者から得られた分離菌について、集落形態、  
81（Suppl）：153－154  培養t生化学的・分子遺伝学的性状並びにミコール酸のHPLCを訴べた。4病院で分離された4菌株の鹸  

化した小，］I培養菌細胞から抽出されたミコール酸のHPLC分析では米国CDCデータベースの既知HPLC  
414  パターンに一致するものはなく、新種と考えられた。検討した詩性状から、Runyonm群所属の1新抗酸菌  

種に属すると考えられた。   

細菌感染  策58回日本感染症学  敗血症を発症した64歳男性の血液より、嫌気性のグラム陽性球菌～短樟菌が培簑された。RNA塩基配  
会東日本地方総会  列を決定し、Ac肩n虚acu山mshaaliiと同定した。同定後、SβT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院し  
兼54回日本化苧環法  た。日本で初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で菌種不明の嫌気性グラム醸性菌が  

ヰ15  学会東日本支部総会  
合同学会（200丁．10．28－  
27）   

細菌感染  第81回 日本感染症  北海道から九州の8病院において肺疾患を有する8名の患者のかっ痍または気管洗浄液から抗酸菌を分  
学会総会・学術講演  離し、分離菌の集落形態、培養・生化学的・分子遺伝学的性状並びにミコール酸のHPLCについて検討し  
会（2007年4月†0－11  た。全ての分離菌は共通の集落形態、培養■生化学的性状を示した。分子遺伝学的にも高い相同性を示  

418  日）Wl了－2   した。4つの分離菌株由来のミコール酸HPLC分析の結果、米国CDCのLibrarydatabaseにはない新種の  
抗酸菌と考えられた。   

細菌感染  日本細菌学雑稔  急性の増殖性腺症羅患豚の回腸粘膜より集菌した菌体を2種の細胞株（IEC－18およぴHep－2）へ穣種し、  
2007；82（1）／第80回日  培養したところ、免疫組織染色によりbwsoniaintracellulaパsが初めて確認された。培養菌より抽出したゲ  
本細菌学会総会  ノムDNAの塩基配列を解析した結果、培養菌由来の数種のPCR増幅断片の塩基配列は基準菌の配列と  

ヰ17  ほぼ一致した。日本の分離株は、英国由来である基準株（NCTC12658）と近縁であることが示唆された。   

38／42ページ   



に対応した。2007年2月3日以降、どの農場からも新たな症例は検出されていない。   
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mai120070423．1327   

痕芽胞に曝露させることがある。   

炭痕   ProMED－   米国SouthDakota州Brown郡で約50頂のウシの群れにおいて炭痘が2OO7年4月24日に確認された。2年  
mai120070428．1363  前に同じ群れでアウトブレイクが発生していた。土中に炭痘胞子が生存しており、干ばつ、洪水、強風に  

より放牧中の家畜が胞子に暴露する可能性がある。   
431  

炭痘   ProMED－   ロシアStavropolのKur＄k地区で炭痘のアウトブレイクが報告されている。当局の発表によると、AvaJovo村  
mai120070518．1588  の住民1名が病気の雄の子牛を畑で屠殺した後、炭痘の症状で入院し、2007年5月12日に死亡した。この  

肉を購入したヒトを追跡中である。   
432  

炭痕   ProMED－   アルゼンチンでは2008年に29の炭痕アウトブレイクがウシで起こり、ヒト皮膚炭癌症例が計9例（内3例は  
m扇120070519．1590  BuenosAires地方）であった。1997年以降、年間発生率は減少しつつある。   

433  

炭痘   ProMED－   2007年8月5日付けCBCNew＄によると、カナダM8r正也aのウシが今年初めて炭痕により死亡した。この点  
mai12∝け0608．1877  場では昨年の夏にも炭痕が発生した。   

434  

炭痕   ProMED－   CanadianFood］n＄PeCtjonAgency（CFLA）は．2007年5月下旬にSaskatchewan・ucydmjnster近辺の農場  
mai12∝け0614．1948  でウシ1頭が炭痕により死亡したことを2（氾7年6月11日に確認した。   

435  

炭痕   ProMED－   2007年7月5日、米国Minnesota州の動物保健局は、Mar＄ha”Countyにおいて先週牧草地で死亡している  
mai120070707．21TO  のを発見されたウシ柑引ま．炭痕で死亡したと確放され2∞丁年七初めての症例となったと報告した。   

436  

炭痕   ProMED－   米国テキサス州SanAngeloAreaにおけるウシおよびシカの大量死亡に関して、2007年7月13日に、動物  
mai120070713．2248  の剖検検体で炭痕陽性が培養で確認された。   

437  

炭痕   ProMED－   米国SouthDakotaにおいて2007年2件目の家畜（ウシ）における炭痘が確認された。2007年7月24日．  
mai暮2∝）70727．2427  Kimballの南西で放牧されている100項のウシの群れにおいて炭症が確認され．11頂が死亡した。この群  

れは以前に炭症に対するワクチン穣種を受けていなかった。   
438  

炭痕   ProMED－   アルゼンチンAzut都で2007年7月24日に妊娠した雌ヒツジ1頭が死亡しているのが発見され、検査キットお  
m8iは0070730．24ヰ5  よび培養で炭痘陽性であった。   

439  
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体陽性検体は全てIgG－EUSA陽性だった。1検体は】gMも陽性だった。約70％の野生イノシシが抗JEV杭  
体陽性であることが示され、この地域のJEV感染サイクルに関与している可能性が提示された。   
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野兎病  ／  

険性カ  †上昇している。野兎病の感染拡大がウサギの大量死に繋がっている。さらにSan也FeやBernalillo  
／2007／  を含むいくつかの都でウサギの死亡があり、7つの      郡でイヌやネコにおいて野兎病の陽性反応が確認さ  

453．  un  れた。  

m  

raShrodents／  

野兎病  S也rTribune2008年      米国Wyoming周辺で野兎病   のアウトブレイクが数件    あり、州   保健当局はハンターとリクリエーションに注意  
10月31日  を喚起  した。Wyomingでは今年2人が野兎病に感染した。1例はネコに手を噛まれた女性である。ネコは病  

気のウサギを噛んで感染したと思われる。   
454  

野兎病  Yah00！   ニュース 2008    2（氾8年1月30日、千葉県で7   4歳男性が野ウサギ食べようと      的理したところ、2月7日頃から発熱した。2月  
年3月4   日、千葉県債    29E】に医療機関から野兎病の発症例として地元保       便所に報   合された。患者は既に回復している。また、  

康  福祉部疾    病対策課  野ウサギを提供した知人および患者家族の健康に      異常はない。国立感染症研究所によると、野兎病は  
45   5  感染症発生情報 平      1994年までに1372例の患者が報告されていたが、その後減少し、1999年の千葉県での1例以降報告され  

成20年3月4日  ていない。   
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資料No．5－1  

医薬品等の回収報告の状況について   

平成8年の薬事法改正により、医薬品、医薬部外品、化粧品若しくは医療用具  

の製造業者、輸入販売業者等は、その製造し、若しくは輸入等した医薬品等の回  

収に着手したときは、その旨を厚生労働大臣（又は都道府県知事）に報告しなけ  

ればならないこととなった。（薬事法第77条の4の3）   

また、平成12年には、「医薬品・医療用具等の回収に関する研究（平成11年  

度厚生科学研究）の報告書を受けて、医薬品奪の回収に関する監視指導要領を通  

知（平成12年医薬発第237号）し、回収に当たっての基本的な考え方や対象  

範囲、手続の詳細等について明確化を図るとともに、製造業者等から回収着手報  

告がなされた場合には、すべての事例をインターネット上で公開することとした。   

※なお、平成17年4月に施行された改正薬事法により、製造業及び輸入販売業から製造販  

売業へと業態が変更され、製造販売業者等に回収の報告義務が課せられた。また、医療用  

具は医療機器へと名称が変更された。   

本件は、薬事法第77条の4の4の規定に基づき、薬事・食品衛生審議会への  

報告を行うものである。  

1．回収件数年次推移  

平成   平成   平成  平成  平成   
l  

12年度  13年度  14年度  15年度   16年度  
平成  平成  

計   計   計  計  
平成  

計  
17年度   18年度    19年度  

製；輸  製；輸  製；  輸      製‡輸  

□ 造：入   ロ 造：入   □ 造：  入  造  入   ロ 造：入   

医薬品   119   134   402  255  199   
416   184   162  

86；33  98：36  374  28  224  31   □ 172・27  ロ   

医療  207   244   308  292  370   
322   365   360  

機器  ロ 76・131  ■   □ 101・143  ■  131  177  126  166   ■ 195・175  ロ   

医薬  14   14   12  24  15   
9   23   28  

部外品                     13；1  12… 2  10  2  20  4  14…1   

化粧品   35   34   52  72  60   
62   103   100  

16三19  10‡24  23  29  42  30  28ミ32   

計   375   426   774  643  644   
809   675   650  



2．平成19年度医療機器等の回収件数及びクラス分類  

クラスⅠ   クラスⅢ   クラスⅠⅡ   総計   

医薬品   41＊1   79   41   162＊2   

医療機器   7   281   72   360   

医薬部外品   0   12   16   28   

化粧品   0   44   56   100   

計   48   416   185   650＊Z   

クラス■Ⅰ… クラスⅠとは、その製品の使用等が、重篤な健康被害又は死亡  

の原因となり得る状況をいう。  

クラスⅡ… クラスⅡとは、その製品の使用等が、一時的な若しくは医学的  

に治癒可能な健康被害の原因となる可能性があるか又は重篤な  

健康被害のおそれはまず考えられない状況をいう。  

クラスⅢ・・・クラスⅢとは、その製品の使用等が、健康被害の原因となると  

はまず考えられない状況をいう。  

＊1… 医薬品のクラスⅠ回収41件は、全てロットを構成しない医薬品であって同  

種他製品に不良が及ばず、かつ、当該医薬品が使用されないことが確実な  

もの（血液製剤の献血後情報等に基づく投与前の事前回収）。  

＊2… 平成19年4月23日付け薬食発第0423004号医薬食品局長通知「信越化学工業  

株式会社直江津工場の爆発火災事故による一部の医薬品添加物の出荷停止  

に対応するための緊急措置について」に基づく代替品の回収1件を含む。   




